
1.橋梁点検の概要

1.1 黒潮町の橋梁

現在，黒潮町が管理している橋梁は全247橋です。(黒潮町橋梁調書より)

黒潮町では，道路交通，地域住民への安全・安心を確保するうえで，これまでの事後保全的対
応から予防保全的対応に転換し，橋梁の長寿命化によるライフサイクルコスト縮減を図るための
長寿命化修繕計画策定に向けた取り組みを行っています。

そのうち，今年度に78橋の橋梁について点検を行いました。78橋の内訳を以下に示します。

1.2 橋梁の今後の推移

今年度点検を行った橋梁のうち，架設後50年以上経過した橋梁は15橋であり，全体の19％ですが，
10年後には40橋で全体の51％となり，20年後には61橋の78％の橋梁が高齢化を迎えます。
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図.1-3 架設後50年以上経過する橋梁



2.橋梁点検結果

2.1 橋梁の健全度

点検では，各橋梁の部材ごとに健全度を評価していきます。点検方法，評価方法は『道路橋に
関する基礎データ収集要領(案) – 国土技術政策総合研究所』に基づき，橋梁単位で表.2-1に示

す項目について評価を行い，その結果をとりまとめました。

表.2-1 調査項目
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図.2-1 橋梁毎の評価

Ａランク・・・損傷無し

Ｂランク・・・軽微な損傷(修繕の必要なし)

Ｃランク・・・軽微な損傷(予防保全対策が必要)

Ｄランク・・・相当程度な損傷(安全性・耐久性の観点から対策が必要)

Ｅランク・・・著しい損傷(安全性・耐久性の観点から早急な対策が必要)



S = 1 : 4 2 , 5 0 0

柿 ノ 木谷 橋

梶 原橋

聖谷 橋

エ ラ谷 新橋
無名 橋

熊 井一 号 橋

ホソ ダ橋

大 カゴ 橋
第 2 大馬 地 橋

第 2小 馬地 橋

除 の川 橋

西高 山橋

三島 橋

小谷 橋

第 3 ハラ バタ 橋

橘川 橋

第 1 荷 稲橋

コヤ シ キ橋
福 堂橋

柳 の川 2号 橋

1号 管渠

鈴 上橋

滝田 橋

川 奥上 橋

第 2ハ ラバ タ 橋

宮 の前 橋

第 1ハ ラバ タ 橋

第 1 市野 瀬 橋

第 2 市野 瀬橋

寺の 下橋

竹本 橋

鈴 小学 校橋

松 竹 橋

高 岡橋

第 2松 ノハ ナ 橋

梶 原橋

大 町 南橋

宮 の下 橋 連蔵 寺 橋

ヌ カヅ カ橋

水無 瀬橋

立 石橋

小川 橋

下浦 橋永 田橋

山 形 橋

野 中橋

カ バノ キ橋
川 原田 橋

コ ンバ タケ 橋

カ ラ ト橋

高 田橋

コオ ダ橋

オ ンヂ 橋

ツ ブセ 橋

石 の 山橋

神田 橋

コ ザキ 橋

柳 の川 1 号橋

ド ウ ブツ 橋

ヒエ ダ橋

銅 山橋

カナ ヤマ 橋

峰 の下 橋

大 向 橋

カゲ ヒラ 橋

ア リサ 橋

松 の下 橋

上間 橋

港橋

宮 ノ下 橋

家の 前橋 北 浜橋

湯 屋橋

ミ ト ガ橋

小畑 橋



点　検　橋　一　覧　表

001

002

003

004

カゲヒラ橋 田の口・田の浦線  4.5 1943 67 b a a 無 有無

ミトガ橋 ミトガ線 10.1 ＲＣ橋 1978 32 b a c 無 有無

小畑橋 ミトガ線 1979 31 a 無 無無

峰の下橋  9.8 1987 32 c a c 無 無無
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005 湯屋橋 湯屋線  9.8 ＲＣ橋 1966 44 a a c 無 無無大方 Ａ

006 コザキ橋 湯屋線 11.6 鋼橋 1969 41 c c c 無 有無大方 Ｃ

007 ツブセ橋 橘川線  4.0 ＲＣ橋 1974 36 b a a 無 有無大方 Ｂ

008 オンヂ橋 橘川線  4.9 ＲＣ橋 1975 35 b a c 無 有無大方 Ｂ

009 高田橋 橘川線  3.8 ＲＣ橋 1958 52 b a a 無 有無大方 Ｂ

010 カラト橋 橘川線  3.0 ＲＣ橋 1961 49 b a c 無 有無大方 Ｂ

011 小谷橋 加持橘川線  4.1 ＲＣ橋 1962 48 b a a 無 無無大方 Ｂ

012 コオダ橋 加持橘川線  3.9 ＲＣ橋 1963 47 a a a 無 無無大方 Ａ

013 コンバタケ橋 橘川馬荷線  4.5 ＲＣ橋 1963 47 b a a 無 無無大方 Ａ

014 カバノキ橋 橘川馬荷線  8.6 ＲＣ橋 1967 43 c a a 無 無無大方 Ｃ

015 神田橋 神田線  8.7 ＲＣ橋 1975 35 a a c 無 無無大方 Ｂ

016 立石橋 水無瀬線  3.8 ＲＣ橋 1963 47 b a a 無 無無大方 Ａ

017 水無瀬橋 水無瀬支1号線  3.3 ＲＣ橋 1966 44 a a c 無 無無大方 Ａ

018 ヌカヅカ橋 水無瀬支1号線  4.0 ＲＣ橋 1978 32 a a a 無 無無大方 Ａ

019 石の山橋 石の山線  5.2 ＲＣ橋 1979 31 c a c 無 有無大方 Ｂ

020 小川橋 馬荷線  3.0 ＲＣ橋 1958 52 a a c 無 有無大方 Ｂ

021 宮の下橋 馬荷線  2.5 ＲＣ橋 1958 52 c a c 無 無無大方 Ｂ

022 福堂橋 馬荷線  5.0 ＲＣ橋 1958 52 b a c 無 有無大方 Ｂ

023 野中橋 山形線  7.2 ＲＣ橋 1973 37 b a c 無 無無大方 Ｂ

024 山形橋 山形線 10.4 鋼橋 1956 54 d b a 無 無無大方 Ｄ

025 永田橋 中馬荷東線  8.6 ＲＣ橋 1966 44 a a c 無 無無大方 Ａ

026 下浦橋 中馬荷東線  5.8 ＲＣ橋 1963 47 b a c 無 有無大方 Ｂ

027 川原田橋 福堂東線  5.3 ＲＣ橋 1972 38 c a c 無 有無大方 Ｂ

028 コヤシキ橋 福堂東線  4.8 鋼・ＲＣ橋 1969 41 c a c 無 有無大方 Ｂ

029 連蔵寺橋 福堂東支1号線  4.4 ＲＣ橋 2000 10 c a c 無 有無大方 Ｂ

030 宮ノ下橋 下浜西の鼻線 10.1 ＰＣ橋 2006  4 a a c 無 無無大方 Ａ

031 大向橋 大向浜畑線  8.7 ＲＣ橋 1955 55 b a a 無 有無大方 Ｂ

032 松の下橋 大向浜畑線  4.4 ＲＣ橋 1955 55 b a c 無 無無大方 Ｂ

033 アリサ橋 梶屋式線  2.8 ＲＣ橋 1969 41 c a a 無 無無大方 Ａ

034 1号管渠 入野港線  7.8 ＲＣ橋 1980 30 a a c 無 無無大方 Ａ

035 滝田橋 緑野線  4.0 ＲＣ橋 1989 21 c a c 無 無無大方 Ｂ

036 ヒエダ橋 緑野線  2.5 ＲＣ橋 1988 22 c a c 無 有無大方 Ｂ

037 除の川橋 上川口東原線  2.4 ＲＣ橋 1970 40 b a b 無 有無大方 Ｂ

038 ドウブツ橋 浮津蜷川線 11.6 ＰＣ橋 1970 40 a a a 無 無無大方 Ａ

039 三島橋 小川田村線  3.1 ＲＣ橋 1988 22 a a c 無 無無大方 Ａ

040 北浜橋 田の浦線  4.5 ＲＣ橋 1989 21 a a a 無 無無大方 Ａ

041 港橋 田の浦線 11.2 ＰＣ橋 1982 28 c a c 無 無無大方 Ａ

042 柳の川1号橋 平成線  6.6 ＰＣ橋 1981 29 a a c 無 無無大方 Ａ

043 柳の川2号橋 平成線  7.2 ＲＣ橋 1988 22 a a a 無 無無大方 Ａ

044 西高山橋 上川口郷東西線 14.3 ＲＣ橋 1977 33 c a c 無 有無大方 Ｃ

045 カナヤマ橋 カナヤマ線  4.0 ＲＣ橋 1965 45 b a c 無 有無大方 Ｂ

046 銅山橋 中の谷口線 13.1 ＲＣ橋 1968 42 b a c 無 有無大方 Ｂ

047 家の前橋 家の前東西線  2.0 ＲＣ橋 1981 29 c a a 無 有無大方

048 上間橋 北本の駄馬線  5.0 ＲＣ橋 1981 29 c a c 無 有無大方

051

052

053

054

第1市野瀬橋 市野瀬線  7.2 1951 59 b a a 無 無無

橘川橋 橘川市野瀬線  2.0 ＲＣ橋 1963 47 a a c 無 無無

寺の下橋 市野瀬イヅノオク線 1950 60 a 無 無無

第2市野瀬橋 市野瀬線  3.8 1962 48 b a c 無 無無

 8.3

ＲＣ橋

ＲＣ橋

ＲＣ橋 c a

佐賀

佐賀

佐賀

佐賀

Ｄ

055

056

松竹橋 伊与喜線 11.2 ＲＣ橋 1964 46 b a a 無 無無佐賀

057

聖谷橋 伊与喜線  4.1 ＲＣ橋 1964 46 a a a 無 無無佐賀 Ａ

058

エラ谷新橋 藤縄伊与喜線  2.5 ＲＣ橋 1981 29 a a a 無 無無佐賀 Ａ

059

高岡橋 伊与喜市野々川線  9.4 ＰＣ橋 1979 31 c a a 無 無無佐賀

060

柿の木谷橋 不破原藤本線  4.4 ＲＣ橋 1971 39 a a c 無 有無佐賀

061

竹本橋 市野々川竹本線 13.5 鋼橋 1971 39 c b a 無 無無佐賀

062

梶原橋 不破原梶原1号線  4.5 ＲＣ橋 1952 58 a a a 無 無無佐賀 Ａ

063

熊井一号橋 熊井伊与喜線 12.5 鋼橋 1982 28 c b a 無 有無佐賀

064

大町南橋 熊井伊与喜線  8.0 ＲＣ橋 1982 28 c a c 無 無無佐賀

065

無名橋 熊井伊与喜線  8.0 ＲＣ橋 1979 31 b a c 無 無無佐賀

066

第2大馬地橋 馬地中角線 11.8 ＲＣ橋 1981 29 c a c 無 無無佐賀

067

第2小馬地橋 馬地中角線  8.9 ＲＣ橋 1980 30 c a b 無 無無佐賀

068

第1ハラバタ橋 ハラバタ線  3.8 ＲＣ橋 1961 49 a a a 無 無無佐賀 Ａ

069

宮の前橋 ハラバタ線 11.5 ＲＣ橋 1959 51 c b c 無 無無佐賀

070

第2ハラバタ橋 ハラバタ線  4.1 ＲＣ橋 1948 62 c a a 無 無無佐賀

071

川奥上橋 ハラバタ線  8.0 ＲＣ橋 1963 47 b a a 無 無無佐賀

072

第3ハラバタ橋 ハラバタ線  4.4 ＲＣ橋 1963 47 b a b 無 無無佐賀

073

ホソダ橋 ホソダ線  2.3 ＲＣ橋 1970 40 a a c 無 無無佐賀

074

鈴小学校橋 鈴第1線 10.3 ＲＣ橋 1975 35 c a c 無 無無佐賀

075

第2松ノハナ橋 不破原東線  3.6 ＲＣ橋 1979 31 c a c 無 無無佐賀

076

梶原橋 不破原東線 10.0 ＲＣ橋 1980 30 c a c 無 有無佐賀

077

大カゴ橋 大カゴ線  3.1 ＲＣ橋 1989 21 a a c 無 有無佐賀

049

050 第1荷稲橋 荷稲野中線  8.5 1960 50 c a c 有 無無

鈴上橋 荷稲鈴線 12.2 1980 30 c c d 有 無無ＲＣ橋

ＲＣ橋

佐賀

佐賀

Ｅ

Ｅ

ハタダ橋 馬荷線 大方  1.4 ＲＣ橋 不明  - e a a 無 有無 Ｅ
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Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

078 上灘山橋 4号上灘山線 佐賀  6.0 ＲＣ橋 1981 29 b a c 無 無 無 Ａ



4 . 調査 結 果 の 記 録

　　調査結果 は、径間ごと に損傷の位置 が特定できるよ うに記録する 。損傷の状況 の記入
　にあたって は、調査の手 引きを参照す る。また、記録 が困難な特殊 形式の橋梁の 場合には、
　専門家や最 寄りの国土交 通省や都道府 県の出先の事務 所に相談し、 橋梁の構造に 応じて適切
　に部材区分 と部材番号等 を設定し記録 する。

　 　道路橋に関 する基礎デー タ収集要領 (案 )は、著しい劣 化の有無など 道路橋の健全 度に着目し た
　 調査時点の状 況についての 概略をできるだ け簡易に把握 することを目 的とする。

1 . 目的

　 　道路橋に関 する基礎デー タ収集要領 (案 )は、できるだ け簡易に道路 橋の健全度に 関して概 略 が
　 把握できるこ とを意図し、 一般的な構造形 式の道路橋に おいて、主要 な部材のみに 着目し、か つ
　 損傷発生頻度 が高い箇所や 同じ部材の中で も劣化が先行 的に進行する 箇所のみに着 目するなど に
　 より省力化を 図ったもので ある。

2 . 適用 の 範 囲

3 . 調査 項 目

　 　道路橋の損 傷を把握する 調査項目は、下 記の 1 2 項目と する。

5 . 調 査 方 法

　　 調査項目の損 傷の評価 (状況 把握 )にあたっ ては「損傷評 価の手引き」 を活用し、評 価する。
　な お、調査にあ たっては以下に 留意する。
　　 ①目視による ことを基本とす る。　
　　 ②桁端部や支 承部およびその 近傍の部材は 、直近の橋台 や橋脚からで きるだけ近接 して調 査 す る 。
　　 ③近接が著し く困難な調査箇 所は、橋梁点 検車を使用し て詳細に調査 する。
　　 なお、道路橋 に関する基礎デ ータ収集要領 (案 )による調 査において、 火炎痕などの 特異な変 状 や
　供 用の安全性や 第三者が懸念さ れるような異 常を確認した 場合には、別 途、点検や詳 細調査 が 実 施
　さ れるよう適切 な対応を行うこ とが必要であ る。

【 現 地 に お け る 近 接 ・ 遠 望 調 査例 の 解 説 （ 調 査 概 要 ） 】

　 ○ 近 接 に よ る 調 査 ( 1 )
　 　 1 . 支 承 位 置 に 登 り (梯 子 使 用 程 度 )、 ⑪ 支 承 の 機 能 障 害 を 近 接 調 査 す る 。
　 　 2 . 同 時 に 、 主 桁 端 部 周 辺 の 近 接 調 査 を 行 う 。
　 　 　 鋼 橋 ： 主 桁 ・ 端 対 傾 構 の ① 腐 食 、 ② 亀 裂 、 ⑧ 床 版 ひ び わ れ 、 他 。
　 　 　 コ ン ク リ ー ト 橋 ： 主 桁 ・ 端 対 傾 構 の ⑤ ひ び わ れ ・ 漏 水 ・ 遊 離 石 灰 、 ⑧ 床 版 ひ び われ、 他。

　 ○ 近 接 に よ る 調 査 ( 2 )
　 　 1 . 道 路 上 か ら 、 ⑩ 路 面 の 凹 凸 を 近 接 調 査 す る 。

　 ○ 遠 望 に よ る 調 査
　 　 1 . 遠 望 (例 え ば 、 橋 の 下 の 河 原 、 堤 防 の 上 )か ら 、 双 眼 鏡 程 度 を 用 い て 、 目 視 調 査する。 な
　 　 　 お 、 近 接 可 能 な 箇 所 (河 原 の 下 部 工 の 下 側 、 検 査 路 か ら か ら 見 え る 床 版 下 面 、 等 )につ い
　 　 　 て は 、 近 接 に よ る 調 査 が 望 ま し い 。

　 道 路 橋 基 礎 デ ー タ に 関 す る 基 礎 デ ー タ 収 集 要 領 (案 )に よ る 調 査 の 範 囲 の 概 念 を 示 す 。

7 . 橋 梁の 調 査 範 囲 と 部 材 の 名 称

鋼 橋 の 近 接 し て 調 査 す る 範 囲 の 概 念 図

橋 台

橋 脚

橋台

近 接 遠 望 近 接 遠 望 近接

損傷の種類
①腐食
②亀裂
③ボルトの脱落
④破断
⑤ひびわれ・漏水・遊離石灰
⑥鉄筋露出
⑦抜け落ち
⑧床版ひびわれ
⑨PC定着部の異常
⑩路面の凹凸
⑪支承の機能障害
⑫下部工の変状

評価方法
a～e
有無
有無
有無
a～e
有無
有無
a～e
有無
有無
有無
有無

鋼部材の 損傷

コン クリートの損 傷

共通

6 . 現 地に お け る 近 接 ・ 遠 望 調 査 例

調 　 　 査 　 　 方 　 　 法



1 . 損 傷 の 評 価

① 腐 食

( 1 ) 調査箇所
　 桁端部から主た る部材 (主げ た、横構、端 対傾構、端横 げた等 )の、腐 食状況を確認 する 。
こ こで、桁端部の 範囲は主げた の 1パネル (桁 端部から次の 対傾構や横げ たなどで区切 られ た
範 囲 )か、桁端部 より 5 m 程度ま での区間とし てよい。

( 2 ) 損傷程度の評 価区分
　 確認の結果は、 次の区分によ るものとする 。

　 耐候性鋼材の橋 梁については 、次の区分に よるものとす る。

評価の目安
錆の状態

一様な錆が発生している
うろこ状の錆が発生している

層状剥離、板厚減少等が発生している

錆の広がり
－
－

局部的
広範囲

区分

a
c
d
e

② 亀 裂

( 1 ) 調査箇所
　 桁端部への近接 によって、視 認できる範囲 の全ての部材 の亀裂の有無 を確認する。
　 支点部近傍の部 材溶接部やゲ ルバー桁の架 け違い部の亀 裂は橋の健全 性に大きく影 響
す る場合があるた め、調査にあ たっては注意 が必要である 。

( 2 ) 損傷程度の評 価区分
　 確認の結果は、 次の区分によ るものとする 。

評価の目安
損傷なし
塗膜割れ程度(長さが短く、錆が出ていない)
明らかな亀裂を生じている
亀裂の疑いのある塗膜割れが生じている(長さが長く、錆が出ている)

区分
無

有

③ ボ ル ト の 脱 落

( 1 ) 調査箇所
　 橋梁の全ての主 たる部材につ いて、ボルト の脱落の有無 を確認する。

( 2 ) 損傷程度の評 価区分
　 確認の結果は、 次の区分によ るものとする 。

④ 破 断

( 1 ) 調 査 箇 所
　 橋 梁 の 全 て の 主 た る 部 材 に つ い て 、 破 断 を 確 認 す る 。

( 2 ) 損 傷 程 度 の 評 価 区 分
　 確 認 の 結 果 は 、 次 の 区 分 に よ る も の と す る 。

⑤ ひ び わ れ ・ 漏 水 ・ 遊 離 石 灰

( 1 ) 調 査 箇 所
　 主 桁 、 下 部 工 等 の 主 た る 部 材 に つ い て 、 外 観 の 状 態 を 確 認 す る 。
　 な お 、 評 価 に あ た っ て は 、 以 下 の 「 構 造 物 に 与 え る 影 響 が 大 き い ひ び わ れ 」 に つ い て は
そ れ 以 外 と 区 別 し て 評 価 す る 。

評価の目安
損傷なし
破断している(部材がつながっている場合は亀裂)

区分
無
有

評価の目安
ひびわれの有無

なし

あり

ひびわれ位置
－

(1)に示す「構
造物に及ぼす影
響が大きいひび
われ」

上記以外
(影響が小さい)

ひびわれ幅
※

－
0.2mm未満(小)
0.2mm以上(大)

0.2mm未満(小)
0.2mm以上(大)

漏水・遊離石灰
－

有無を問わない
ひびわれのみ
漏水のみ
軽微な遊離石灰
著しい遊離石灰・錆汁
有無を問わない
ひびわれのみ
漏水のみ
軽微な遊離石灰
著しい遊離石灰・錆汁

区分

a
c
c
d
d
e
b
b
c
c
d

( 2 ) 損 傷 程 度 の 評 価 区 分
　 確 認 の 結 果 は 、 次 の 区 分 に よ る も の と す る 。

※ 　 ひ び わ れ 幅 の 評 価 に あ た っ て は 近 接 が 容 易 で な い な ど に よ り 計 測 を 行 え な い も の につ
　 　 い て は 、 遠 望 か ら 容 易 に 分 か る ひ び わ れ を 、 ひ び わ れ 幅 が 大 き い と 判 断 す る 。

評価の目安
損傷なし
ボルトの脱落がある(本数の多寡によらない)

区分
無
有

評価の目安
錆の有無

なし

あり

錆の深さ
－

表面のみ

板厚減少、鋼材表面の著しい膨張

錆の広がり
－

局部的
広範囲
局部的
広範囲

区分

a
b
c
d
e

評 価 方 法 （ そ の 1 ）



⑥ 鉄 筋 露 出

( 1 ) 調査箇所
　 橋梁の全ての主 たる部材につ いて、鉄筋露 出を確認する 。

( 2 ) 損傷程度の評 価区分
　 確認の結果は、 次の区分によ るものとする 。

⑨ P C 定 着 部 の 異 常

( 1 ) 調 査 箇 所
　 橋 梁 の 全 て の P C 鋼 材 定 着 部 に つ い て 、 確 認 す る 。

( 2 ) 損 傷 程 度 の 評 価 区 分
　 確 認 の 結 果 は 、 次 の 区 分 に よ る も の と す る 。

⑦ 抜 け 落 ち

( 1 ) 調査箇所
　 橋梁の全ての床 版について、 抜け落ちの有 無を確認する 。

( 2 ) 損傷程度の評 価区分
　 確認の結果は、 次の区分によ るものとする 。

評価の目安
損傷なし
コンクリート塊の抜け落ちがある

区分
無
有

評価の目安
損傷なし
PCケーブル定着部の腐食(程度によらない)

区分
無
有

PCケーブルの損傷

⑩ 路 面 の 凹 凸

( 1 ) 調 査 箇 所
　 橋 梁 の 全 て の 路 面 の 凹 凸 や 段 差 に つ い て 、 確 認 す る 。

( 2 ) 損 傷 程 度 の 評 価 区 分
　 確 認 の 結 果 は 、 次 の 区 分 に よ る も の と す る 。

評価の目安
損傷なし
20mm程度未満(走行に支障がない程度)の段差がある

区分
無

有

⑪ 支 承 の 機 能 障 害

( 1 ) 調 査 箇 所
　 橋 梁 の 全 て の 支 承 に つ い て 、 確 認 す る 。

( 2 ) 損 傷 程 度 の 評 価 区 分
　 確 認 の 結 果 は 、 次 の 区 分 に よ る も の と す る 。

評価の目安
損傷なし
支承の機能が損なわれている

区分
無
有

支承の機能が著しく阻害されている

20mm程度以上(走行に支障があり明らかに分かる程度)の段差がある

⑫ 下 部 工 の 変 状

( 1 ) 調 査 箇 所
　 橋 梁 の 全 て の 下 部 工 に つ い て 、 沈 下 ・ 移 動 ・ 傾 斜 ・ 洗 掘 を 確 認 す る 。

( 2 ) 損 傷 程 度 の 評 価 区 分
　 確 認 の 結 果 は 、 次 の 区 分 に よ る も の と す る 。

⑧ 床 版 ひ び わ れ

( 1 ) 調査箇所
　 桁端部から 2パ ネルについて 、近接目視に て確認する。
　 橋軸方向に横げ たや横構など 床版を区分す る適当な部材 がない場合や 、その距離が 著し
く 離れている場合 には、支点か ら 1 0 m 程度の 範囲を調査す る。

( 2 ) 損傷程度の評 価区分
　 確認の結果は、 次の区分によ るものとする 。

評価の目安
鉄筋露出の有無

なし

あり

腐食の広がり
－

部分的

広範囲

腐食の程度
－

表面のみ
鋼材断面の減少、鋼材の著しい膨張
表面のみ
鋼材断面の減少、鋼材の著しい膨張

区分

無

有

評価の目安
沈下・移動・傾斜

沈下・移動・傾斜のいずれもない

沈下・移動・傾斜のいずれかが有る

洗掘
洗掘はない
軽微な洗掘がある
著しく洗掘されている
洗掘はない
軽微な洗掘がある
著しく洗掘されている

区分

無
無
有
有
有
有

評 価 方 法 （ そ の 2 ）
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